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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公開番号】特開2014-101946(P2014-101946A)
【公開日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【年通号数】公開・登録公報2014-029
【出願番号】特願2012-254606(P2012-254606)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  33/66     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/16     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/26     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  33/38     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  33/46     (2006.01)
   Ｆ０４Ｂ  39/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ   33/66     　　　Ｚ
   Ｆ１６Ｃ   19/16     　　　　
   Ｆ１６Ｃ   19/26     　　　　
   Ｆ１６Ｃ   33/38     　　　　
   Ｆ１６Ｃ   33/46     　　　　
   Ｆ０４Ｂ   39/00     １０３Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  内輪と、外輪と、前記内輪の軌道面と前記外輪の軌道面との間に転動自在に配された複
数の転動体と、前記内輪と前記外輪との間に前記転動体を保持し前記内輪又は前記外輪に
案内される軌道輪案内方式の保持器と、を備え、コンプレッサに使用される転がり軸受で
あって、
  前記保持器は、樹脂材料製であり、射出成形されたものであり、
  前記保持器を案内する保持器案内面である前記内輪の外周面又は前記外輪の内周面に対
向する前記保持器の内周面又は外周面の柱の部分に、軸方向に沿って線状に延びる凹部が
形成されていることを特徴とする転がり軸受。
【請求項２】
  前記凹部内にパーティングラインが形成されていることを特徴とする請求項１に記載の
転がり軸受。
【請求項３】
  前記凹部は、前記保持器の軸方向両端面間にわたって形成されていることを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の転がり軸受。
【請求項４】
  前記保持器が有する全ての柱の部分に前記凹部が形成されていることを特徴とする請求
項１～３のいずれか一項に記載の転がり軸受。
【請求項５】
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  前記凹部の深さが０．１ｍｍ以上０．２５ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１～
４のいずれか一項に記載の転がり軸受。
【請求項６】
  ｄｍＮ値が５０万以上１３０万以下の高速回転条件で使用されることを特徴とする請求
項１～５のいずれか一項に記載の転がり軸受。
【請求項７】
  前記樹脂材料が、樹脂とガラス繊維又は炭素繊維とを含有する樹脂組成物であることを
特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の転がり軸受。
【請求項８】
  アンギュラ玉軸受又は円筒ころ軸受であることを特徴とする請求項１～７のいずれか一
項に記載の転がり軸受。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明の態様は次のような構成からなる。すなわち、本発明
の一態様に係る転がり軸受は、内輪と、外輪と、前記内輪の軌道面と前記外輪の軌道面と
の間に転動自在に配された複数の転動体と、前記内輪と前記外輪との間に前記転動体を保
持し前記内輪又は前記外輪に案内される軌道輪案内方式の保持器と、を備え、コンプレッ
サに使用される転がり軸受であって、前記保持器は、樹脂材料製であり、射出成形された
ものであり、前記保持器を案内する保持器案内面である前記内輪の外周面又は前記外輪の
内周面に対向する前記保持器の内周面又は外周面の柱の部分に、軸方向に沿って線状に延
びる凹部が形成されていることを特徴とする。


	header
	written-amendment

